環境に 適合し なければ そ の 変形 は 存続す る - とがで き 

なくて 死滅した であろうと 考えられる。 

短歌から 連歌への 変遷 もや はり 一 種の 進化と 見られ 

る。 たとえば 一個の ポリ プを 二つに ちぎって、 それ ぞ 

れに 独立の 生命 を 持たせ、 そうして あとで それ を 次々 

に 接 枝して 行って 一 つの 群体 を 作った という ふうに も 

見られな く はない。 俳句 は そのような ものの 頭 だけが 

分離し 固定した ものと 言われな いこと もない。 もちろ 

ん 生物界で そういう ふうの 進化 をした もの はない かも 

しれない が、 そういう 仮想 的な 変遷 もや はり 一 種の 進 

化と 見られな いこと はないで あろう。 



特に その 時代に 新しい 型式の 生物が 多数に 発生した で 

あろうと いう こと も 想像で きる ので あるが、 それと 同 

じょうに 文化的 要素の 進化の 道程に おける 突然変異 も 

また その 時代に おける いろいろな 外的 条件に 支配され 

る ものであって 紫外線 X 線の 放射、 電流の 刺激、 特殊 

化学 成分の 過剰 あるいは 欠乏と いったよ うな ものに 相 

当す る 環境の 変化の ために 特に ある 時代に おいて 急激 

に 促進され るであろう という こと はむしろ 当然の こと 

と 思われる。 

現代 俳句の 新型 式 を 生んだ 原因と なる もの は 多様で 

あろう。 拙劣な 譬喩 を かりて 言えば 外国の いろいろな 



く 存続す ベ き 理由 条件が 具備して いると いう 実証が 印 

銘 されて いるから である。 

ぼっこう だみん らんおう 

以上 は 新型 式の 勃興に 惰眠 を さまされた 懶 翁の いま 

ださめ 切らぬ 目 を こすりな がらの 感想 を 直 写した まま 

である。 あえて 読者の 叱正 を 祈る 次第で ある。 

(昭和 九 年 十 一 月、 俳句 研究) 
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